
◇参考資料

・買い物先には、⼤樹町内はフクハラ⼤樹店への利⽤が圧倒的に多い状況である。
・買い物先での滞在時間は約1時間程度で午前中の⾏動が主である。

《令和元年度 ⼤樹町の公共交通をより良くするためのアンケート》

買い物時の⾏先(MA)

⼤樹町内移動詳細(SA) 買い物先の移動時間帯(SA)
N=208 N=308

滞在時間
約1時間程度
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◇参考資料
《令和元年度 ⼤樹町の公共交通をより良くするためのアンケート》

・通院先には、⼤樹町内は町⽴病院への移動が圧倒的に多い状況である。
・通院先での滞在時間は買い物同様に、約1時間程度で午前中の⾏動が主である。

通院時の⾏先(MA)

⼤樹町内移動詳細(SA) 通院先の移動時間帯(SA)
N=189 N=246

滞在時間
約1時間程度



◇参考資料
《令和元年度 ⼤樹町の公共交通をより良くするためのアンケート》

・私⽤先には、⼤樹町内は⽣涯学習センターへの移動が多い。また、全体で⾒ると帯広市への移動も多い状況である。
・私⽤先での滞在時間は、異なっているが約2、3時間程度である。

私⽤時の⾏先(MA)

⼤樹町内移動詳細(SA) 私⽤先の発着時間帯(SA)
N=30 N=193

滞在時間
約2,3時間程度



◇参考資料

・便別の全利⽤者と複数利⽤者を⽐較した際に、全体の利⽤者率は6便(13:15発)が⾼いが、複数利⽤者の割合は
それほど⾼い利⽤率になっていないことから、13時台の運⾏はニーズが低いと考えられる。

・複数利⽤してる割合が⾼い時間帯は、主に8:35〜11:25間と14:20〜16:25間であり、ニーズがあると考えられる。

《H30年⾃動運転実証運⾏実験結果》

⼤樹町市街地循環便時刻表 便別の全利⽤者率

便別の複数利⽤者率
N=288

N=34前日までの予約が必要

ニーズがある
時間帯を実証
運⾏に利⽤



◇参考資料

・便別の全利⽤者と複数利⽤者を⽐較した際に、利⽤の割合にあまり変化がないことから、尾⽥地区便を利⽤する⼈達
は今後も⽣活の⾜として利⽤してくれる可能性が⾼い。

・特に、尾⽥地区への帰宅便でもある、2便(11:50発)の利⽤が⾼い。

《H30年⾃動運転実証運⾏実験結果》

尾⽥地区便時刻表 便別の全利⽤者率

便別の複数利⽤者率

前日までの予約が必要

令和3年度実証運行で
デマンド運行区域

1便(9:25発)

2便(11:50発)

3便(14:50発)

2便(11:50発)

1便(9:25発)

N=18

N=89

3便(14:50発)

35％

43％

22％

33％

50％

17％

ニーズがある
時間帯を実証
運⾏に利⽤


